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微生物学講座

北海道立札幌西高等学校卒業
昭和58年 旭川医科大学卒業
昭和62年 旭川医科大学大学院医学研究科
　　　　　修了
教育専門分野
１）微生物学
２）感染症学 
研究分野　
１）ヘルペスウイルスの分子生物学
２）新たな細菌・真菌同定法の開発
３）健康食品と腸内フローラ教授 錫谷　達夫

群馬県立前橋高校卒業
平成 9 年　福島県立医科大学医学部卒業
平成16年　群馬大学医学部大学院医学研究科修了
平成16～24年　英国オックスフォード大学研究員
平成24～26年　自治医科大学医学部本務大学院講師
日本内科学会内科認定医
教育専門分野
１）薬理学
２）電気生理学
研究分野
１）糖尿病
２）インスリン分泌機序
３）脳電気生理学

教授　　　　　　
下村　健寿

　微生物学講座では、純粋な基礎医学としてウイルス学を研究する傍ら、症例を解析することによって新た
な感染症を発掘することに取り組んでいます。これらの研究は福島医大の臨床講座はもとより、国内多くの
大学の臨床講座との共同研究として進められています。また、感染症の予防に役立つ健康食品の開発や腸内
フローラと疾患の関連についても解析しています。

講座・部門紹介
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講座・部門の主な研究内容
 1 ．単純ヘルペスウイルス、水痘-帯状疱疹ウイルス、サイト
メガロウイルスの分子生物学ならびに疾患発症機序の解明 

 2 ．細菌、真菌感染症の新たな診断法の開発とそれを用い
た臨床症例の解析

 3 ．食品の機能性や抗菌・抗ウイルス作用を持つ物質の探
索

研修医、臨床医入学時の研究分野

 1 ．各科が抱えるヘルペスウイルス（単純ヘルペスウイ
ルス、水痘-帯状疱疹ウイルス、サイトメガロウイル
ス）感染症の研究。

 2 ．現行の臨床検査では診断できない細菌、真菌感染症
を診断し、新たな微生物による疾患の解明。

 3 ．疾患と腸内フローラの関連について解析。

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　一般細菌検査で行われている「微生物を分離培養し、生
化学的性状から同定する」という手段は、一般的な細菌・
真菌感染症を診断し、治療法を決定するゴールデン・スタ
ンダードとして広く使われています。しかし、我々に常在
している細菌の多くは未だ培地上で培養する方法が確立さ
れておらず、既存の検査法では診断できない感染症が予想
外に多く臨床の場に存在します。本講座では微生物の遺伝
情報を利用し、培養できない微生物、これまで病原微生物
として報告されたことのない微生物、さらには未だ種とし
て登録されていない微生物をも含め、既存の方法では診断
できない感染症を臨床の各科と共同で解析しています。感
染症に興味をお持ちの方、お待ち致しております。

病態制御薬理医学講座

　病態制御薬理医学講座では臨床への還元を第一に、肥満・糖尿病などの生活習慣病、薬物動態、サルコペ
ニアに関する研究を電気生理学ならびに分子生物学的手法を駆使して行っています。国内外の多くの研究機
関と共同で世界に発信する研究を行っています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容
1.　オキシトシン/神経ペプチドの脳における抗生活習慣病
作用

2.　KATPチャネルとインスリン分泌機序
3.　新生児糖尿病/ＤＥＮＤ症候群の病態機序と治療法
4.　生体内薬物動態

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　薬理学という学問には2種類の研究があります。ひとつ
は薬物を駆使することで生体の生理学的機序を解明する研
究。もうひとつには薬物により病気を治すことを目的とし
て行う研究です。当講座では後者の「病気を治す」ことを
目標とした研究に主眼を置いて研究をしています。糖尿
病・肥満など生活習慣病といった幅広い疾患から、新生児
糖尿病・DEND症候群などの希少疾患にいたるまで、患者
様の苦しみを改善することを目標に全力で取り組んでいます。

URL http://www.fmu.ac.jp/home/yakuri/top-index.htm
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